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今月のみどころ
・甲州富士川まつり開催

・町の財政事情

・口座振替のご利用を！

・住民基本台帳閲覧状況

・救急医療キットを配布

がんばった　マーチング♪
（10月 23日・第１回保育所連合会運動会）



▶
ど
の
ブ
ー
ス
に
も
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。

▶
今
年
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
第
2
回
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
「
ゆ
ず
の
里
大
釡
ほ
う
と
う
」
に
は
、
長
蛇
の
列
を
つ

く
り
、
温
か
い
ほ
う
と
う
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
つ
き
た
て
お
も
ち
」
の
販
売
を
は
じ
め
、
富
士
川
市
場
、
模
擬

店
コ
ー
ナ
ー
、
伝
統
文
化
芸
能
発
表
、
熱
気
球
搭
乗
コ
ー
ナ
ー
な

ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、
気
仙
沼
市
民

に
よ
る
「
気
仙
沼
ホ
ル
モ
ン
」
と
「
さ
ん
ま
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
提
供
さ
れ
た
品
々
は
瞬
く
間
に
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
人
会
ブ
ー
ス
も
登
場

し
て
、
祭
り
を
盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
東
北
復
興
支
援
式
典
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

義
援
金
を
は
じ
め
、
町
内
各
種
団
体
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
品
々

を
気
仙
沼
市
を
代
表
し
て
、
気
仙
沼
市
市
民
生
活
部
の
小
野
寺
和

人
部
長
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
起
震
車
も
登
場
し
、
東
日
本
大
震
災
の
地
震
の
揺
れ
を

体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、同
時
開
催
の「
第
2
回
富
士
川
町
駅
伝
大
会
」、

「
ふ
れ
あ
い
J
A
ま
つ
り
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

甲
州
富
士
川
ま
つ
り

　
11
月
13
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
第
2
回
甲
州
富
士
川
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
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。
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揺
れ
を

体
感
し
て
い
ま
し
た
。
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に
も
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。

甲
州
富
士
川
ま
つ
り

大
盛
況
の
第
2
回
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同
時
開
催
さ
れ
た
「
第
2
回
富
士
川
町
駅
伝
大
会
」
で
は
、
32

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
町
内
6
区
間
18
・
5
㎞
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
選
手
の
懸
命
な
走
り
に
沿
道
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
支
部
対
抗
の
部
で
優
勝
し
た
天
神
中
条
支
部
は
、夏
季
大
会
、

秋
季
大
会
、
駅
伝
大
会
の
3
冠
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
支
部
対
抗
の
部
》

　
優　
勝　
天
神
中
条
支
部

 

（
1
時
間
5
分
27
秒
）

　
準
優
勝　
最
勝
寺
支
部

　
第
3
位　
長
沢
支
部

《
中
学
男
子
の
部
》

　
優　
勝　
増
中
陸
上
部
A

 

（
1
時
間
4
分
30
秒
）

　
準
優
勝　
鰍
中
野
球
部

　
第
3
位　
増
中
野
球
部

《
中
学
女
子
の
部
》

　
優　
勝　
増
中
陸
上
部
A

 

（
1
時
間
18
分
1
秒
）

　
準
優
勝　
増
中
バ
レ
ー
部

　
第
3
位　
増
中
陸
上
部
B

《
一
般
男
子
の
部
》

　
優　
勝　
峡
南
消
防
本
部
特
別
救
助
隊

 

（
1
時
間
6
分
11
秒
）

　
準
優
勝　
セ
カ
ン
ド
ウ
イ
ン
ズ

　
第
3
位　
G
O
D

《
招
待
の
部
》

　
優　
勝　
身
延
町
体
協

 

（
1
時
間
1
分
2
秒
）

　
準
優
勝　
市
川
三
郷
町
体
協

　
第
3
位　
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▶
東
北
復
興
支
援
式
典
で
町
長
か
ら
気
仙
沼
市

に
義
援
金
目
録
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

▶
気
仙
沼
ブ
ー
ス
で
は
さ
ん
ま
と
気
仙
沼
ホ
ル

モ
ン
が
焼
か
れ
ま
し
た
。

▶
富
士
川
市
場
も
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

▶
J
A
ま
つ
り
で
は
、
お
目
当
て
の
農
産
物
を

購
入
し
て
い
ま
し
た
。

▶
脂
が
の
っ
て
い
て
お
い
し
い
サ
ン
マ
に
思

わ
ず
笑
顔
が
…

◀
福
島
県
人
会
ブ
ー
ス
で
は
支
援
の
品
の
販

売
。

▲支部対抗の部で優勝した天神中条支部のゴール▲たすきリレー
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平
成
23
年
9
月
末
日
ま
で
の
町
の
予
算
執
行
及
び
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
な
ど
の
収
入
の
様
子
や
、

収
入
を
財
源
と
し
て
行
う
支
出
の
様
子
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
町
が
所

有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
の
状
況
や
借
入
金
の
現
在
高
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

平成 23年度
9月末現在

平成 23年度会計別財政状況（平成 23年 9月末現在）※繰越を含む
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）
一般会計 7,905,351 4,117,216 52.08 7,905,351 2,812,641 35.58
特別会計 5,671,736 1,703,442 30.03 5,671,736 2,357,791 41.57

国民健康保険 1,738,598 641,725 36.91 1,738,598 723,836 41.63
老人保健 5,493 17,767 323.45 5,493 0 0.00
後期高齢者医療 336,815 53,133 15.78 336,815 170,266 50.55
介護保険事業 1,653,605 614,360 37.15 1,653,605 748,853 45.29
介護サービス事業 109,430 37,765 34.51 109,430 50,589 46.23
奨学金 720 1,850 256.94 720 0 0.00
簡易水道事業 129,158 37,016 28.66 129,158 55,337 42.84
下水道事業 1,470,757 196,468 13.36 1,470,757 518,995 35.29
営農飲雑用水事業 7,191 1,633 22.71 7,191 1,695 23.57
箱原農業集落排水事業 15,639 893 5.71 15,639 8,677 55.48
鹿島財産区 51 7 13.73 51 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 565 61 10.8 565 0 0.00
活性化事業 201,748 98,590 48.87 201,748 78,695 39.01
峡南地区ことばの教室共同設置 1,080 1,202 111.3 1,080 476 44.07
峡南地区充指導主事共同設置 886 972 109.71 886 372 41.99

企業会計財政状況（平成 23年 9月末現在）
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）

水道事業
収　益　的 172,373 69,959 40.59 171,502 37,202 21.69
資　本　的 25,815 3,444 13.34 139,000 28,922 20.81

町税収入状況 単位：千円
科　　目 予 算 額 収入済額 率

町民税 647,770 347,175  53.60
固定資産税 538,108 466,567  86.71
町たばこ税 71,595 51,205  71.52
都市計画税 79,756 69,137  86.69
その他 40,757 41,169 101.01

計 1,377,986 975,253  70.77

▲ 6月に供用開始した街路金手小林線

■一般会計予算執行状況（平成 23年 9月末現在）
収入 ［単位：千円・％］

名　　　称 予算現額 収入済額 執行率
町税 1,377,986 1,014,012 73.59
地方譲与税 64,971 21,126 32.52
地方消費税交付金 105,210 82,989 78.88
自動車取得税交付金 12,900 3,135 24.30
地方特例交付金 21,690 21,823 100.61
地方交付税 2,444,080 2,172,314 88.88
分担金・負担金 113,887 61,376 53.89
使用料・手数料 129,738 54,127 41.72
国庫支出金 818,913 242,990 29.67
県支出金 497,360 40,175 8.08
繰入金 1,165,756 15,000 1.29
繰越金 248,226 333,752 134.45
諸収入 85,032 16,949 19.93
町債 806,500 28,900 3.58
その他 13,102 8,548 65.24
歳入総額 7,905,351 4,117,216 52.08
支出

名　　　称 予算現額 支出済額 執行率
議会費 99,128 53,368 53.84
総務費 966,580 407,014 42.11
民生費 2,289,394 719,685 31.44
衛生費 683,978 268,571 39.27
農林水産業費 294,922 93,002 31.53
商工費 97,473 29,255 30.01
土木費 1,195,889 155,591 13.01
消防費 347,039 246,427 71.01
教育費 793,894 349,491 44.02
公債費 979,250 478,991 48.91
諸支出金 9,864 0 0.00
その他 147,940 11,246 7.60
歳出総額 7,905,351 2,812,641 35.58

町
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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　基金は、一般家庭でい
う貯金です。
　いざというときに使う
ことができる財政調整基
金は、9月末現在で約7
億2千万円あります。こ
の基金は、将来の不測の
事態に対応できるように
蓄えておく必要がありま
す。その他の基金は、そ
れぞれの目的にしたがっ
て積み立てや運用、取り
崩しを行っています。
　全会計の基金を集める
と約27億 3千万円あり
ます。

　借入金は、なるべく少ないのが
理想です。しかし、一般家庭にお
いてもローンを組んだりしなが
ら、計画的に高額の買い物をする
ことがあります。町の財政運営も
同じように資金計画を立てて、借
入をしています。
　これは、長く利用できる施設な
どの建設費の世代間負担の公平性
を図るという点からも有効な手だ
てといえます。
　現在の借入金は、一般会計では、
約73億8千万円、特別会計・企
業会計で、約54億7千万円とな
り、借入金残高の合計は、約128
億5千万円となっています。

基金（積立金）町債（借入金）
平成 23年度町債未償還額

（平成 23年 9月末現在）
単位：円

目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

一 般 公 共 事 業 533,206,589
義務教育施設整備 473,990,428
一 般 単 独 事 業 317,751,492
辺 地 対 策 事 業 200,149,052
道 路 整 備 事 業 643,766,296
公営住宅建設事業 302,825,450
災 害 復 旧 事 業 39,859,716
減 税 補 て ん 284,071,771
減 収 補 て ん 49,798,669
臨 時 財 政 対 策 2,603,465,354
合 併 推 進 債 135,140,000
過 疎 対 策 事 業 1,287,224,156
そ の 他 505,402,334

計 7,376,651,307
上 水 道 事 業 364,467,189
簡 易 水 道 事 業 1,01,288,131
営 農 飲 雑 用 水 事 業 13,635,554
下 水 道 事 業 4,828,525,666
箱原農業集落排水事業 102,824,071
国 民 健 康 保 険 58,172,000

町有財産財政状況（平成 23年 9月末現在）
町 有 財 産

土地 932,858 ㎡
山林 520,364 ㎡
分収林 94,900 ㎡
建物 91,002 ㎡
車輌 82台
有価証券 0円
出資による権利 244,937,000 円

土地開発基金
土地 24,405.96 ㎡
その他 242,971,255 円

基　　　　　　　　　　　金
財政調整基金 721,037,000 円 中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,796,000 円
減債基金 610,923,000 円 町営住宅整備基金 14,751,000 円
公共施設整備等事業基金 865,123,000 円 国民健康保険財政調整基金 24,167,000 円
町営バス基金 2,146,000 円 介護保険給付費支払準備基金 81,035,129 円
ふれあい基金 29,085,000 円 介護従事者処遇改善臨時特例交付金 3,447,411 円
人づくり基金 10,911,000 円 簡易水道事業財政調整基金 3,703,000 円
奨学基金 33,607,000 円 営農飲雑用水事業財政調整基金 679,000 円
地域福祉基金 269,266,000 円 箱原農業集落排水事業財政調整基金 542,000 円
環境整備基金 2,842,000 円 鹿島財産区基金 584,000 円
物品調達基金 3,000,000 円

［10月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

富士川町上下水道台帳作成業務委託 町 内 7,100,000 オリジナル設計㈱山梨営業所
自動体外式除細動器（AED）購入 町 内 990,000 日 本 連 合 警 備 ㈱
救急医療情報キット購入 長 沢 1,080,000 東 八 防 災 ㈱
地域子育て拠点及び感染症予防等こども安全対策事業用備品購入 町 内 2,400,000 ㈲ 三 栄 電 設
営農飲雑用水導水管本復旧工事 鳥 屋 978,000 高 橋 商 事 ㈲
水辺プラザ水道施設整備工事 鰍 沢 9,550,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所
第 1水源北道路外配水管布設替工事 最 勝 寺 10,760,000 ㈲ 長 澤 水 道
町道小柳川長知沢線災害復旧工事 鰍 沢 4,150,000 ㈱ 柳 澤 建 設
東川付け替え工事に伴う道路復旧工事 青 柳 町 9,300,000 井 上 建 設 ㈱
青柳汚水枝線 32－2－23－5 号管布設工事 最勝寺・天神中条 9,540,000 ㈱ 巽 建 設
水辺プラザ整備工事 鰍 沢 18,550,000 ㈱ フ カ サ ワ
東川付け替え工事に伴う用排水路改修工事 青 柳 町 16,600,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す
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口
座
振
替
が
で
き
る
税
目

●
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

●
軽
自
動
車
税

●
国
民
健
康
保
険
税

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関

●
山
梨
中
央
銀
行
本
支
店

●
ふ
じ
か
わ
農
業
協
同
組
合
支
店

●
山
梨
県
民
信
用
組
合
本
支
店

●
山
梨
信
用
金
庫
本
支
店

●
甲
府
信
用
金
庫
本
支
店

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

口
座
振
替
の
申
込
手
続
き

　
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
預
金
口
座

届
出
印
を
押
印
の
う
え
金
融
機
関
の

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
口
座
振
替
依
頼
書
」
は
役
場
担

当
窓
口
・
町
内
金
融
機
関
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

郵
送
い
た
し
ま
す
。

①
残
高
不
足
の
場
合
、
再
度
振
替
は

で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
納
付
書
で
の
現
金
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
で
、

個
人
名
義
と
共
有
名
義
が
あ
る
場
合

は
、
別
々
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
の
で
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
場
合
や
相
続
等
に
よ

り
納
税
義
務
者
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
、
ま
た
預
金
通
帳
を
解
約
・
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
再
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
各
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
納
期
限
ま
で
に
税
金
が
完
納
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
税
額

に
次
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
延

滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

【
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
】

　
税
務
課　
☎
22
│
7
2
0
5

【
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
】

　
町
民
生
活
課
保
険
年
金
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
│
7
2
0
9

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
で
、
町
内
に
土
地
や
家
屋
な
ど

を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
町
で
は
、
町
内
を
巡
回
し
て
現
況

確
認
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
正
確
な

課
税
の
た
め
に
も
、
建
物
の
現
況
に

変
化
が
生
じ
た
場
合
は
、
税
務
課
資

産
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
印

鑑
を
持
参
の
う
え
税
務
課
窓
口
で

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
資
産
税
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
│
7
2
0
5

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振

替
で
納
税
で
き
ま
す
。
銀
行
や
郵
便
局
の
窓
口
に
行
か
ず
に
済
む
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
、
通
帳
の
記
帳
を
も
っ
て
領
収
の
確
認

と
な
り
ま
す
。
別
途
領
収
書
の
発
行
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

ご
注
意
く
だ
さ
い

未
納
の
税
金
に
は
、

延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
！

延滞金の税率
● 納期限の翌日から1カ月を
経過する日まで 年  4.3％
●1カ月を経過した日以降

　年14.6％

延
滞
金
法
定
の
税
率
は

非
常
に
高
率
で
す
。

税
金
は
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
！

家屋を取り壊したときは
「家屋滅失届出書」

を提出してください！
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住民基本台帳の閲覧状況を公表します！
　住民基本台帳法第11条の2第12項により、平成22年11月1日から23年10月31日
までの閲覧状況を公表します。

閲覧の
年月日 閲　　覧　　者 閲覧者に閲覧の

委託をした者 利用の目的の概要 閲覧に係る
住民の範囲

閲覧
件数

平成 22年
11月 26日

㈱流通研究所
代表取締役　釼持雅幸 山梨県知事 「県民購買行動等実態調査」

の実施のための対象者抽出
町内全域
16歳以上の男女 100

12月  2日 富士川町　企画課 山梨県知事 県政モニター候補者の対象
者抽出

町内全域
20歳以上の男女 32

12月  7日 ㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲幸

日本銀行情報
サービス局

「生活意識に関するアン
ケート調査」の実施のため
の対象者抽出

小林・鰍沢・鹿島
地区
20歳以上の男女

15

平成 23年
 1月 12日

自衛隊山梨地方協力本部
南アルプス募集センター
長　小林正幸

防衛省 自衛官募集事務に係る適齢
者の抽出

町内全域
平成 5年 4月 2日
から平成 6年 4月
1 日までに生まれ
た者

171

 1月 26日 ㈳中央調査社
会長　中田正博

文化庁文化部
国語課

「平成 22 年度　国語に関
する世論調査」の実施のた
めの対象者抽出

青柳町地区
16歳以上の男女 18

 5月 11日 NHK甲府放送局
放送部長　粟生田修彦

「 6月全国個人視聴率調査」
の実施のための対象者抽出

大久保・小林・𣇃
米・平林地区
平成 16 年生まれ
までの者

14

 5月 31日 ㈱日経リサーチ
代表取締役社長　伊東信行

文部科学省国
立教育政策研
究所

「OECD国際成人力調査」
の実施のための対象者抽出

大椚地区
16歳以上 65 歳以
下の男女

35

 6月  8日
㈱トーニチコンサルタン
ト本社事業部
常務取締役事業本部長　川東光三

中日本高速道
路㈱

「中部横断自動車道沿線住
民アンケート調査」の実施
のために対象者抽出

町内全域
18歳以上の男女 200

 6月 10日
㈱サーベイリサーチセン
ター
静岡事務所長　北崎聖二

山梨県知事
「山梨県消費生活に係る県
民意識調査」の実施のため
の対象者抽出

町内全域
20歳以上の男女 39

 8月  9日 ㈳中央調査社
会長　中田正博 ㈱朝日新聞社

「2011 年　新聞及びウェ
ブ利用に関する総合調査」
の実施のための対象者抽出

駅前通地区
15歳以上の男女 20

 9月  7日 NHK甲府放送局
放送部長　粟生田修彦

「11 月全国個人視聴率調
査」の実施のための対象者
抽出

大久保・小林・𣇃
米・平林地区
平成 16 年生まれ
までの者

14

 9月 14日 ㈳中央調査社
会長　中田正博

内閣府大臣官
房政府広報室

「国民生活に関する世論調
査」の実施のための対象者
抽出

天神中条地区
20歳以上の男女 24

10月 12日 ㈳新情報センター
事務局長　平谷伸次

内閣府子ども
若者・子育て
施策総合推進
室

「親と子の生活意識に関す
る調査」の実施のための対
象者抽出

長沢・小林地区
平成 8年 4月 2日
から平成 9年 4月
1 日までに生まれ
た男女

17

10月 26日 ㈳中央調査社
会長　中田正博

㈳日本新聞協
会

「メディアの接触と評価に
関する調査」の実施のため
の対象者抽出

長沢地区
15歳から 79 歳の
男女

21

10月 26日 ㈳中央調査社
会長　中田正博

NHK 放送文
化研究所

「情報とメディア利用につ
いての調査」の実施のため
の対象者抽出

大久保・鰍沢地区
16歳以上の男女 12
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東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
高
齢
者
が
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た

際
に
医
療
情
報
が
分
か
ら
ず
、
初
期
対
応
に
時
間
が
か
か
り
、
尊
い

命
が
失
わ
れ
た
と
い
っ
た
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
む
富
士
川
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
日
常
生
活
の
な

か
で
緊
急
時
の
対
応
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
災
害
弱
者
の
皆
さ
ん
が

医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
備
え
て
お
く
こ
と
で
、
急
病
や
災
害
時
の
安
全
・

安
心
確
保
を
図
る
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
自
身
の
病
歴
や
服
用
薬
、
健
康

保
険
証
の
写
し
や
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
な
ど
の
医
療
情
報
及
び
緊
急
連

絡
先
な
ど
を
記
載
し
た
書
面
を
円
筒

状
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
自
宅
の
冷
蔵

庫
に
保
管
す
る
こ
と
で
、
万
一
の
救

急
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。

①
救
急
情
報

・
緊
急
連
絡
先

・
か
か
り
つ
け
医

・
緊
急
時
の
対
処
方
法
な
ど
を
記
載

②
写
真
（
本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

③
健
康
保
険
証
（
写
）

④
診
察
券
（
写
）

⑤
薬
剤
情
報
提
供
書
（
写
）

・
お
薬
手
帳
（
写
）

●
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

　
地
区
民
生
児
童
委
員
を
通
じ
て
対

象
世
帯（
1
世
帯
に
つ
き
1
セ
ッ
ト
）

に
配
布
し
ま
す
。
個
々
に
申
し
込
み

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
65
歳
以
上
の
方
が
い
な
い
世
帯

　
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
（
1
世

帯
1
セ
ッ
ト
）を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
受
付
窓
口
で
、
備
え
付
け
の
配

布
申
請
書
を
記
載
の
う
え
、
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。

・
増
穂
地
区

　
本
庁
舎
町
民
生
活
課

　

 
福
祉
保
健
課
（
保
健
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
）

・
鰍
沢
地
区

　

 

分
庁
舎
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
期
間

　
平
成
23
年
12
月
12
日
〜
平
成
24
年

2
月
末
日
ま
で

※
配
布
個
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
お
早
め
に
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

　
　
☎
22
│
7
2
0
7

富士川町役場

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
！

『
も
し
も
…
』
の
と
き
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
命
の
情
報
を
伝
え
ま
す
。

医
療
情
報
キ
ッ
ト
っ
て
？

医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ
る
も
の

医
療
情
報
キ
ッ
ト

配
布
対
象
者

平成 23. 12 月号　No.21（8）



　
「
昔
に
比
べ
て
、
近
所
付
き
合
い

が
少
な
く
な
っ
た
…
」

　
「
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
も
わ
か

ら
く
な
っ
た
」
な
ど

　
そ
ん
な
声
を
よ
く
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
に
な
る
と

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
地
域
と

の
交
流
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
た

り
、
家
族
と
同
居
し
て
い
て
も
昼
間

留
守
に
な
る
の
で
、
孤
立
感
や
孤
独

感
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
は
多
い
よ

う
で
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
地
域
で
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
為
に
、
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
は
…
…

①
地
域
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
が

ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
や
声
か
け
を

す
る
こ
と
で
、
寂
し
さ
や
孤
独
を
感

じ
て
い
る
お
年
寄
り
が
安
心
感
を
持

て
ま
す
。

②
認
知
症
の
方
や
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
へ
の
温
か
い
見
守
り
や

声
か
け
が
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
勇

気
付
け
ま
す
。

③
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
悩
ん

で
い
る
介
護
者
に
は
地
域
の
温
か
い

声
か
け
で
救
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

④
高
齢
者
の
隠
れ
た
S
O
S
に
気
づ

い
て
深
刻
な
事
態
に
な
る
前
に
「
地

域
の
見
守
り
の
目
」
が
あ
れ
ば
虐
待

の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と

し
た
「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
温
か
い
見
守
り
、声
か
け
、

さ
さ
い
な
気
づ
き
、
支
え
あ
い
こ
そ

が
高
齢
者
の
安
全・安
心
の
源
で
す
。

　
近
隣
の
高
齢
者
の
事
で
不
安
や
疑

問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
22
│
4
6
1
5

　
「
日
本
女
性
会
議
2
0
1
1
松
江
」

が
10
月
14
・
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
島
根
県
と
松
江
市
の

花
で
あ
る
牡
丹
の
花
で
飾
ら
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
2
、
2
0
0
人
の

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
本
大

会
の
最
後
に
、
今
回
の
日
本
女
性
会

議
で
協
議
さ
れ
た
内
容
を
ぼ
た
ん
革

命
と
名
づ
け
、
行
動
し
て
い
こ
う
と

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
記
念
講
演
よ
り

　

登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
が
、

「
エ
プ
ロ
ン
を
は
ず
し
て
夢
の
山
」
と

題
し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
を
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
妻
で
あ
り
、

母
で
あ
る
田
部
井
さ
ん
は
、
女
性
だ

け
で
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
り
た
い
と
計

画
し
、
女
性
と
し
て
世
界
初
、
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
の
だ
そ
う

で
す
。
綿
密
な
計
画
の
も
と
、
四
年

間
と
い
う
準
備
期
間
を
経
て
の
実
現

で
し
た
。
お
話
の
中
で
特
に
心
に
残
っ

た
こ
と
は
、
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た
時
は
、

相
手
を
責
め
た
り
、
ダ
メ
な
条
件
ば

か
り
挙
げ
て
い
た
り
、
で
は
な
く
、

常
に
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
、「
や
る

ん
だ
」
と
い
う
意
志
を
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
夢
は
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
夢

は
実
現
で
き
る
と
…
。
今
、
72
歳
の

田
部
井
さ
ん
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
で
き
る
こ
と
。
や
り
た
い
こ
と
を

や
っ
て
、
自
分
だ
け
の
歴
史
を
豊
か

な
も
の
に
し
た
い
と
の
こ
と
。
や
ろ

う
と
い
う
意
志
の
強
さ
と
、
隠
れ
た

努
力
の
大
切
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

　

男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
場
で
は
、
育
児
と
の
両
立
支
援

策
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
女

性
の
管
理
職
の
増
、
被
災
地
の
女
性

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
を
！　
な
ど
。

　

家
庭
や
地
域
で
は
、
男
性
の
意
識

改
革
が
必
要
。
上
げ
膳
、
据
え
膳
で

は
居
場
所
が
な
く
な
る
の
で
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
る
。「
イ

ク
じ
い
」
が
手
本
を
。「
イ
ク
ば
あ
」

の
活
動
も
増
や
そ
う
。
強
力
な
仕
掛

け
人
が
必
要
。
仕
掛
け
た
後
も
関
わ

る
こ
と
。
な
ど

　

女
性
が
変
わ
れ
ば
、
男
性
が
変
わ

り
、
社
会
が
変
わ
る
。
一
人
ひ
と
り

が
地
域
を
変
え
て
い
こ
う
、
ぼ
た
ん

革
命
の
推
進
を
！

※「
イ
ク
じ
い
」は
育
児
お
爺
さ
ん
。「
イ

ク
ば
あ
」
は
育
児
お
婆
さ
ん
の
こ
と
。

※
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と

は
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
図
る
こ
と
。

宝
く
じ
助
成
金
で

A
E
D
を
購
入
し
ま
し
た

　
こ
の
度
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
小
林
区
自
主
防
災
組
織
で

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
購
入
し
ま
し
た
。

　
A
E
D
は
、
竹
重
集
会
所
、
東

小
林
集
会
所
に
そ
れ
ぞ
れ
一
基
づ

つ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「障がい者虐待防止啓発研修会」
　平成 24 年 10 月から障害者虐待防止法が施行
されます。それを前に下記により講演会を行い
ますのでご参加ください。
　日時　平成 23年 12月 13日（火）
　　　　午後 1時～
　場所　身延町総合文化会館ホール
　講師　毎日新聞社論説委員　野澤和弘氏
　演題　「障害者の虐待とは何か」
◆問い合わせ先　福祉保健課障害福祉担当
　　　　　　　　　　☎ 22－7207

松江から
「ぼたん革命を」！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

地域包括支援センターからのお知らせ

高齢者を地域の
見守りで支えよう

高齢者を地域の
見守りで支えよう
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◇どんなお仕事をしていますか？
　南アルプス市の美容室チェリッシュでスタイリスト
をしています。お客さまのヘアースタイルの悩みを解
決したり、“こうなりたい” を叶える仕事です。すべて
のお客さまに喜んで頂けるよう毎日頑張っています。
◇富士川町をどう思いますか？
　自然が豊かでみんな優しい温かい町だと思います。
◇富士川町に期待することは？
　人が集まる場所や施設があったらいいなと思います。
◇ご趣味は？
　スノーボードです。冬がいちばん楽しみで、毎年10
月終わりぐらいになるとそわそわし始めます（笑）
　ほかにはDVD鑑賞も好きで、休日や夜中にかじり
ついて見ています。
◇将来の夢は？
　漠然とあれもやりたい、これもやりたいと常に考え
ていますが、一番はやっぱり素敵なお店をつくること
ですね☆

　「鰍沢中部音頭の復活で中部地域活性化の第1歩が
踏み出せたと思います。」と話す深澤さんは、中部小
PTA会長を務めるかたわら、PTA・学校・中部区民で
つくる中部地区教育推進協議会会長として、地域の活
性化のために活動をしています。
　鰍沢中部音頭についてお聞きすると、「中部小存続の
ために様々な活動を行っていますが、昨年、中部小の
資料を整理していたところ、学校内で中部音頭の楽譜
が発見されました。この音頭は、昭和39年に作られ、
当時のPTA新聞に掲載されていました。楽譜はあるも
のの、歌や踊りなど当時の様子を覚えている人がいま
せんでした。このまま埋没させたくなかったので、昨
年の中部小運動会で鰍沢音頭を踊って盛況だったこと
を思い出して、今年は中部音頭を踊ろうと話をしたと
ころ、中部小の一瀬教頭が楽譜を基に歌を再現してく
れました。また、中部区の民踊部が新たに振り付けを
してくれたことから、約半世紀ぶりに鰍沢中部音頭が
復活しました。
　復活披露は、今年の中部小運動会。運動会前の練習
会では、人が来てくれるか不安でしたが、大勢の人が
集まり練習をしました。運動会当日は練習会以上の人
が参加してくれて、見事に復活することができました。
一緒に活動してくれた仲間、地域の皆さんの協力があっ
たから復活できました。本当にうれしかったです。」と
笑顔で話されました。
　「鰍沢中部音頭は、1番から5番まであり、中部の地
名や名勝旧跡、硯など中部区にちなんだ言葉ばかりで
す。この曲を踊り続けることができれば、必ず地域活
性化につながると信じています。鰍沢中部音頭の復活
は、この地域を孫子の代まで残すための活動を続ける
第1歩として、良いスタートがきれたと思っています。」
と熱く語られました。

深澤　杏南さん
［25歳・中部］

折居　藍
ら

空
ら

くん
6歳 2カ月
（長沢）

鰍沢中部音頭で地域活性化！
深澤　公雄さん（中部）

さるかに合戦でいじわるなサルに
勝った場面を、文化ホールで拾っ
た落ち葉を使って作りました。
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【ドッジボール】第8回県ドッジボール選手権大会（10
月22日・小瀬武道館）
・チャレンジリーグ優勝　　増穂DST2

【
短　

歌
】

新
墓
地
に
婿
の
納
骨
の
経
ひ
び
く
テ
ン
ト
を
雨
の
し
と
ど
に
濡
ら
す

 

竹
ノ
内
み
さ
ほ

手
術
よ
り
一
と
せ
経
た
る
検
診
に
「
良
好
」
の
こ
と
ば
に
力
湧
き
く
る

 

戸
田
き
よ
子

チ
ャ
イ
ム
鳴
り
家
路
を
急
ぐ
道
に
見
ゆ
山
裾
そ
め
る
曼
珠
沙
華
の
群
れ

 

伴
野
つ
た
ゑ

【
俳　

句
】

古
里
の
山
に
分
け
入
る
文
化
の
日 

矢
崎　

節
子

ち
ち
ろ
鳴
き
ゆ
つ
く
り
溶
か
す
角
砂
糖 

神
田　

初
枝

時
雨
る
る
や
赤
松
も
ゆ
る
登
り
窯 

樋
口　

易
子

【
川　

柳
】

妻
病
ん
で
し
み
じ
み
知
っ
た
有
難
み 

川
口　

昌
通

我
も
早
八
十
路
の
坂
に
杖
を
つ
く 

米
長　

悦
喜

野
良
の
道
八
十
路
の
腰
を
騙だ

ま

し
て
る 

鮫
田　

黎
明

～12月の図書館～

'11年

※年末年始の休館日　12/29 ㈭～ 1/3 ㈫まで

青少年育成富士川町民会議が
安全・安心なまちづくり知事表彰を受賞

　10月 14 日、甲府市において、平成 23年度安全・安
心なまちづくり山梨県民大会が開催されました。その席
上で、青少年育成富士川町民会議（依田茂会長）が、長
年の活動が高く評価され、知事表彰を受賞しました。

公民館成人セミナー「ちぎり絵教室」
　公民館成人セミナー「ち
ぎり絵教室」では、和紙ち
ぎり絵「しゅんこう」講師
の入倉武津子さんの指導を
受け作品づくりに取り組
み、作品は文化祭に展示さ
れました。

◀
初
優
勝
し
た
増
穂
D
S
T
2

★日時 12 月 10 日㈯
 午後 2時～ 3時
★場所 富士川町民会館
 3 階ホール
★出演
市川高校音楽部
　クリスマスメドレー他
山梨学院短期大学
ティーア　クライス
　手遊びやパフォーマンス
図書館ボランティア
銀のしずく
　子うさぎましろのお話

プレゼント
もあるよ

お子様は
もちろん
大人も
大歓迎 !!

秋季町ゴルフ大会開催
　10月30日、長野県富士見高原で秋季町民ゴルフ
大会が行われました。
・支部対抗の部
　優　勝　　青柳5丁目、大久保
　準優勝　　天神中条
・個人の部　　優　勝　　志村英雄（本町5）
・シニアの部　優　勝　　依田健一（青柳町）
・女子の部　　優　勝　　依田孝子（青柳町）
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区
の
名
称
の
由
来

　

平
林
区
は
、
櫛
形
山
（
2
、

0
5
1
m
）
の
中
腹
に
位
置
し
、
標

高
7
5
0
m
く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
富
士
山
の
眺
望
は
と
て
も
素
晴

し
い
で
す
。地
名
の
平
林
の
由
来
は
、

傾
斜
地
を
意
味
す
る
古
語
「
ピ
ラ
」

が
な
ま
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ラ
バ
ヤ
シ
と
は
、「
傾
斜
し

た
林
」
と
言
う
意
味
だ
と
も
思
え
ま

す
。区

の
め
じ
る
し

　
区
の
中
心
に
、
木
造
の
増
穂
西
小

学
校
が
あ
り
ま
す
。
増
穂
西
小
学
校

で
は
、
現
在
11
人
の
児
童
が
元
気
に

学
ん
で
い
ま
す
。

　

増
穂
西
小
学
校
よ
り
南
に
約

5
0
0
m
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
平
林

交
流
の
里
「
み
さ
き
耕
舎
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。み
さ
き
耕
舎
で
は
、

手
打
ち
そ
ば
や
う
ど
ん
な
ど
が
食
べ

ら
れ
る
ほ
か
、
平
林
で
収
穫
さ
れ
た

農
産
物
や
木
工
品
な
ど
の
特
産
品
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
の
名
勝
旧
跡

◆
氷
室
神
社
（
旧
鷹
尾
寺
）

　
標
高
1
、
0
0
0
m
。
5
7
5
段

の
石
段
を
登
る
と
、
随
神
門
、
神
楽

殿
、
拝
殿
、
本
殿
、
白
山
神
社
な
ど

が
あ
り
、
県
指
定
天
然
記
念
木
で
樹

齢
1
、
0
0
0
年
の
大
杉
が
あ
り
ま

す
。
春
の
例
祭
に
は
、
伝
統
あ
る
氷

室
神
楽（
大
和
神
楽
）を
奉
納
さ
れ
ま

す
。
以
前
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
撮
影

さ
れ
た
神
社
と
し
て
も
有
名
で
す
。

今月は、平林区です。

深沢　俊人さん
楮畠組

◆
文
殊
堂

　
平
林
の
鎮
守
様
で
お
参
り
す
る
人

も
大
勢
い
ま
す
。
明
治
の
初
期
に
鷹

尾
権
現
（
氷
室
神
社
）
か
ら
移
さ
れ

た
も
の
で
、
本
尊
の
文
殊
菩
薩
は
不

動
明
王
、
降
三
世
明
王
の
両
仏
と
と

も
に
、
鷹
尾
寺
の
本
尊
で
あ
っ
た
も

の
で
す
。

都
市
住
民
と
の
交
流

　
平
林
活
性
化
組
合
で
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
大
根
、
稲
な
ど
の
オ
ー
ナ
ー

制
度
を
取
り
入
れ
て
、
都
市
住
民
と

の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
下
旬
に
は
、
1
年
間
の
農
作

物
の
収
穫
を
祝
い
、
地
区
を
あ
げ
て

の
お
祭
り
「
氷
室
の
里
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
を
開
催
し
、
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
ま
す
。

言
い
伝
え

◆
男
根
石
（
金
精
石
）

　
櫛
形
山
の
山
頂
と
利
根
川
の
水
源

地
で
あ
る
ほ
こ
ら
の
中
間
点
に
あ
る

「
男
根
石
」
は
、
子
ど
も
の
い
な
い

ご
婦
人
が
祈
れ
ば
子
ど
も
を
授
か
る

と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

区の概要
　人　口 261 人
　世帯数 127 戸
　区　長 依田久巳氏
（平成 23年 11月 1日現在）

VOL.17

わたしたちの
区を紹介しま～す。

区民紹
介区民紹
介

　平林では、のみを使って木を削る音が響いて
います。もちつきに使われる臼を彫り続けて
60年の深沢さんは、重さ100kg近くあるケヤ
キを、チェーンソーを使って粗く削り、のみや
「てっくり」と呼ばれる道具で形を整え、かん
なをかけて塗装を施します。完成するまでに3
日ほどかかります。現在、臼作り職人は、深沢
さん1人となり、この伝統を守っています。
　深沢さんの作った臼は、南アルプス市十日市
などで販売され、最近では、臼太鼓の製作にも
取り組んでいます。

▲男根石

▶
県
指
定
天
然
記
念
木　

大
杉

▲みさき耕舎
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い
っ
ぱ
い
取
れ
た
よ
サ
ツ
マ
イ
モ
！

保
育
園
児
が
い
も
掘
り

　
5
月
に
苗
植
え
を
し
た
サ
ツ
マ
イ

モ
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
た
10
月
、

町
立
保
育
所
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
菜

園
や
地
域
の
方
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ

掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
立
派
に
育
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？　
大
き
な
期
待

を
胸
に
、つ
る
を
引
っ
張
り
、ス
コ
ッ

プ
や
手
で
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
慎
重

に
掘
り
進
め
ま
し
た
。
土
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
、
次
々
と
掘
り
出
し
ま

し
た
。
顔
よ
り
も
大
き
な
サ
ツ
マ
イ

モ
が
姿
を
見
せ
る
と
「
わ
あ
〜
で
っ

か
い
！
」
と
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。

　
後
日
、収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、

ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
イ
モ
に
し
て
お
や

つ
に
食
べ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
い

つ
も
以
上
の
食
欲
で
し
た
。

　
野
菜
が
育
つ
過
程
を
楽
し
み
に
待

ち
、そ
の
味
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

「
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る
」
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

脳
と
心
が
育
つ
食
育

　

幼
児
期
以
降
で
大
切
に
な
る
の

は
、
た
く
さ
ん
の
五
感
情
報
を
脳
に

入
れ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
生
活

の
中
で
、
五
感
（
視
覚
・
聴
覚
・
臭

覚
・
触
覚
・
味
覚
）
の
す
べ
て
を
使

う
の
は
「
食
」
に
か
か
わ
る
活
動
だ

け
で
す
。
食
は
大
人
と
子
ど
も
が
必

ず
一
緒
に
行
う
営
み
で
あ
り
、
そ
れ

は
大
人
の
考
え
や
親
の
食
意
識
に
依

存
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
友
だ
ち
と
会
話
し
な
が
ら

の
楽
し
い
食
事
や
、
栽
培
・
収
穫
、

食
事
の
お
手
伝
い
な
ど
の
食
育
活
動

は
こ
う
し
た
情
報
の
宝
庫
で
す
。
家

族
や
友
だ
ち
と
楽
し
く
食
卓
を
囲
む

こ
と
で
、
脳
と
心
が
育
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
、
新
年

会
な
ど
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る

季
節
で
す
。
適
量
の
飲
酒
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
や
血
流
促
進
な
ど
心
身
と

も
に
よ
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
飲
み
す
ぎ
は
健
康
障

害
の
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
正

飲
酒
の
八
カ
条
で
楽
し
く
安
全
な
飲

み
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
べ
な
が
ら
適
量
範
囲
で

　
ゆ
っ
く
り
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら

胃
腸
の
粘
膜
を
保
護
し
つ
つ
、
適
量

を
飲
む
こ
と
で
、
肝
臓
の
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

②
強
い
お
酒
は
薄
め
て

　
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
お
酒
は

喉
や
胃
腸
の
粘
膜
に
刺
激
を
与
え
、

胃
炎
や
食
道
が
ん
の
原
因
の
一
つ
と

な
り
ま
す
の
で
薄
め
て
。

③
肝
臓
も
週
休
二
日
制
で

　
肝
機
能
の
回
復
や
胃
腸
の
粘
膜
修

復
に
は
お
休
み
が
必
要
で
す
。
休
肝

日
を
決
め
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
き

込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

④
長
時
間
飲
み
続
け
な
い

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
肝
臓
の
代
謝

の
限
界
を
超
え
る
と
、
二
日
酔
い
に

な
る
の
で
長
時
間
の
飲
酒
は
×
。

⑤
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い

　
お
酒
と
薬
を
併
用
す
る
と
、
薬
の

作
用
が
減
弱
し
た
り
、
強
く
現
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

⑥
妊
娠
中
と
授
乳
期
は
避
け
る

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
胎
児
・
乳
児
の
脳
や

身
体
の
発
育
に
影
響
を
与
え
る
危
険
性

が
あ
る
た
め
、飲
酒
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴
は
要
注
意

　
飲
酒
後
に
運
動・入
浴
を
す
る
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
が
遅
れ
る
た
め
、

酔
い
が
ま
わ
り
や
す
く
な
り
、
血
圧

低
下
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

⑧
肝
臓
な
ど
の
定
期
検
査
を

　
肝
臓
は
も
ち
ろ
ん
、
膵
臓
や
胃
な

ど
飲
酒
に
関
わ
る
臓
器
の
検
査
を
定

期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
宴
席
で
飲
み
す
ぎ
な
い
た

め
に
『
お
酒
に
強
い
人
、
す
す
め
上

手
な
人
の
そ
ば
に
座
ら
な
い
』『
つ

ぎ
足
し
に
く
い
カ
ク
テ
ル
や
グ
ラ
ス

ワ
イ
ン
な
ど
を
頼
む
』
な
ど
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は、池田保健師です。

心
と
か
ら
だ
に
良
い
飲
酒
を
！

▲あっ！　み～つけた

▲あちっち！　でもおいしいね

▲地域の方の畑で記念撮影
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　10月 30 日、ますほ児童センターにおい
て、町国際交流協会主催の「ワールドグル
メプラザ」が開催されました。
　参加者は、中国、フィリピン、ペルー、
インド、韓国、日本の 6カ国の料理を試食
し、楽しく交流しました。

世界の料理を舌鼓！

　

11
月
10
日
、
河
住
つ
ね
よ
さ
ん
（
小

室
）
が
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
、
町
・
社
会
福
祉
協
議
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
訪
問
し
、
祝
金
や

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

1
0
0
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　11 月 6 日、ますほ文化ホールにおいて、「忍者修行
パートⅡ」が開催されました。
　参加者は、頭巾をかぶり、忍者修行をしました。

忍者修行したよ！

　

10
月
23
日
、
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
庭

園
で
、
ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
カ
バ
ン

な
ど
手
作
り
の
品
を
中
心
に
出
店
さ

れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ア
ー
ト
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

　10月 29 日～ 31 日、鰍沢福祉センターにおいて、町
文化祭文化展（鰍沢地区）が行われ、鰍沢地区の皆さん
の力作が展示されました。

鰍沢地区文化祭を開催！

　10 月 19 日から、増穂
商業高校で「育児体験」が
行われました。生徒は、子
どもの抱っこ体験などを行
い、子育ての大変さを学び
ました。

泣かないで～
　10月 28日、ますほ文化ホールにお
いて、金婚を祝う会を開催しました。
今年金婚を迎えたのは、5組のご夫婦
でした。
　おめでとうございます。

金婚を祝う会開催

国民年金は将来の生活を支える大切な制度です。
20歳になったら国民年金に加入しましょう！
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～雇用保険を受給できない求職者の方へ～

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　樋口光雄様（青柳町）
　亡丈母、望月しげ子様のご遺志により、町の振興のために
一金　　5万円　鮫田洋一様（大椚）
　亡母、 つ江様のご遺志により、町の振興のために
一金　　30 万円　深澤家親戚一同
 代表　深澤栄一様、川住範夫様
　亡、神田てる江様のご遺志により、町の振興のために
◆社会福祉協議会へ
一金　　1万円　（医）快療会くつま整形外科医院
　　　　　　　　　久津間健治様（青柳町）
　町ふれあいおもちゃ図書館運営のために
一金　　10 万円　樋口光雄様（青柳町）
　亡丈母、望月しげ子様のご遺志により、町の福祉のために
一金　　5万円　匿名様
　亡母のご遺志により、町の福祉のために
一金　　10 万円　樋口一也様（五開）
　亡母、カナエ様のご遺志により、町の福祉のために

戸籍の窓
自 10 月 1日　至 10 月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 望月　聖愛 （せ　あ） 女 啓　太
 天 神 中 条 秋山　龍斗 （りゅうと） 男 祐　哉
 長　　　沢 松 　紗菜 （さ　な） 女 隼　人
 　〃 渡邊　結海 （ゆうみ） 女 　洋
 青　柳　町 内田　大翔 （ひろと） 男 陽　平
 　〃 大木　雄登 （ゆうと） 男 喬
 本　町　 6  今村　豊基 （とよき） 男 知　弘

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 長　　　沢 深澤　千秋 里　香 （ 長 沼 ）
 青　柳　町 諸⻆（田中）茂 江　美 
 本　町　 1  望月　勇人 晃　子 （ 金 丸 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 大森 子 89 正　　文
 大　久　保 鮫田　五月 100 三　　郎
 青　柳　町 鮫田 つ江 88 洋　　一
 　〃 加藤　松夫 83 高　　明
 　〃 加木良典 77 幸加木秀典
 　〃 入倉　公夫 65 富　　子
 小　　　室 山田　一良 85 つ る 子
 　〃 樋口田治郎 91 幹　　夫
 本　町　 1  佐野　　操 80 浩　　則
 本　町　 5  髙野　静枝 89 定
 中　　　部 望月　正美 72 久

ひとのうごき（11月 1日現在）
人　口 16,551 人 （＋  2）
　男 8,042 人 （－  3）
　女 8,509 人 （＋  5）
世　帯 6,175 戸 （＋  7） ※ (　)内は対前月比

林業退職金共済制度からのお知らせ
　林業の仕事をしていたことがありませんか？
　林業退職金共済制度に加入していたが、退職金をまだ受
取っていない方を探しています。
　以前、林業の仕事をしていたが、ご自身が加入していたか
分からない方についてもお調べします。
　また、罹災された共済契約者及び被共済者の皆さまに対し、
各種手続き（共済手帳の紛失、退職金の請求など）の必要が
生じた場合は、できる限り対応しますので、下記へ問い合わ
せください。
◆問い合わせ先
　独立行政法人勤労者退職金共済機構林業退職金共済事業本部
　　☎ 03－5400－4334
　・ホームページでもご案内しています。
　　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
　山梨県森林組合連合会　☎ 055－273－0511

★インフルエンザワクチン接種希望の方はお早めに！★
●インフルエンザの感染予防・重症化予防対策のひとつは「ワ
クチン接種」です。インフルエンザワクチンは、接種後、2
週間程度経たないと、予防効果が現れません。また、ワクチ
ンの本数には限りがありますので、急に医療機関に行っても
接種できないことがあります。
●今年の冬にワクチンの接種を希望される方は、お早めにか
かりつけ・最寄の医療機関にご相談ください。
●なお、65歳以上の方など公費負担の対象者には、すでに通
知されていますのでご確認ください。
◆問い合わせ先　福祉保健課健康増進担当　☎ 22－7207

～雇用保険を受給できない求職者の方へ～
　平成 23 年 10 月 1 日から「求職者支援制度」がスタート
しました。
・求職者支援制度って？
① 「求職者支援訓練」または「公共職業訓練」を原則、無料
で受講できます。

② 訓練期間中及び訓練終了後もハローワークが積極的な就職
支援を行います。

③ 一定の要件を満たす方に、「職業訓練受講給付金」を支給
します。

◆問い合わせ先　ハローワーク鰍沢　☎ 22－8689

消費生活注意報！　　　
注意 !! 　外貨の投資トラブル！

勧誘の手口… 販売業者と買取業者の両方から勧誘される「劇
場型」が多い。

トラブルに巻き込まれないために…
①強引でしつこい勧誘を受けても、必要なければはっきり断る。
② 1人で判断せずに必ず家族や周囲に相談する。
③ 今までに買い取ると勧誘されても買い取られたことは一度
もありません。

　自分で仕組みのわからないものは、ゼッタイ契約しないよ
うにしましょう。断りきれずに契約してしまったり、怪しい
と思ったら、すぐに県民生活センターに相談してください。
◆問い合わせ先　県民生活センター　☎ 055－235－8455
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http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

深まる秋。錦色に染まる大柳川渓谷の光景
四季折々に姿を変える大柳川渓谷。赤や黄色に染まる紅葉が幻想的な世界を写し出していました。（11/9）

1 歳くらいのかわいい写真を募集しています。

望月　爽
そう
楽
ら

くん
（ 1歳 4カ月・最勝寺）
父　純さん・母　真理さん

金子　朋
とも
幹
き

くん
（ 1歳 11カ月・本町 1）
父　浩太さん・母　佐季さん

有泉　海
かい
翔
と

くん
（ 9カ月・大久保）

父　雄介さん・母　由紀さん

有泉　瑠
る
羽
う

ちゃん
（ 2歳 5カ月・大久保）
父　雄介さん・母　由紀さん
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